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本日お話したいこと本日お話したいこと

横浜銀行の経営戦略

横浜銀行のあゆみ

横浜銀行の特徴

横浜銀行が今注力していること

（参考）業績
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横浜銀行の経営戦略～リージョナル・リテールの実践

リテール

（中小企業
・個人）

リージョナル グローバル地域

マ
ー
ケ
ッ
ト
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事業領域

バブル期の

当行

フォーカス

フ
ォ
ー
カ
ス

現在の

当行

ホール・
セール
（大企業）
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経営改革
（’97～’05年度）

横浜銀行のあゆみ～公的資金導入と経営改革

2,200億円の公的資金導入
（’97～’98年度）

①健全な財務基盤
②ローコストオペレーション体制

2004年度に公的資金を完済

①健全な財務基盤
②ローコストオペレーション体制

2004年度に公的資金を完済

リスク管理の強化リージョナルシフト

リストラクチャリング リテールシフト
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横浜銀行の特徴①～安全性・効率性

安全性 効率性

高 低 高 低
※自己資本比率は公的資金・繰延税金資産を除くベース

※控除する繰延税金資産はその他有価証券評価差額金対応分を除くベース

※三菱東京ＵＦＪは旧東京三菱と旧ＵＦＪの単純合算で推定値を含む。

自己資本比率
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横浜 三菱東京ＵＦＪ みずほ 三井住友

（単位：％）
OHR（経費/業務粗利益）
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三井住友 横浜 三菱東京ＵＦＪ みずほ

（単位：％）

※有価証券報告書より

※三菱東京ＵＦＪおよびみずほは傘下銀行の単純合算

※当行および三井住友銀行は単体ベース
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横浜銀行の特徴②～収益性・リテールへの集中

収益性 リテール業務への集中度

高 低 高 低

従業員一人当たり経常利益
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中小企業等貸出比率
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※有価証券報告書より ※有価証券報告書より
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横浜銀行が今注力していること横浜銀行が今注力していること

（1）チャネルの拡充とお客様利便性の向上

（2）商品・サービスの拡充

（3）システム共同化

（4）株主の皆様への還元

（5）その他
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（１）神奈川県内のチャネル拡充（１）神奈川県内のチャネル拡充

白根

港北ニュータウン北

境木

野庭

緑ヶ丘

竹山

森の里

相武台北

左近山

いずみ野

汐見台

戸塚南

辻堂南
二宮北

１４出張所の

支店化
147か店
（2005.3末）

藤が丘

★
川崎西口★

１０か店新設

（予定）
★

支店数 １７２か店

（2008.3末計画）

※上記172か店には振込
専用支店１か店を含む。



8

今年度も続々オープン
●横浜ベイクォーター（8月）

●羽田空港第１旅客ターミナル（7月）

●ミスターマックス湘南藤沢ＳＣ（6月)

●小田急本厚木駅に２台目（5月）

（（11）神奈川県内でのＡＴＭ展開）神奈川県内でのＡＴＭ展開

●自行ＡＴＭ
★提携ＡＴＭ

駅で
●小田急50駅（全線全駅）
●相鉄15駅
★ＪＲ東日本

（2007年～）

お買い物にも
●百貨店等113か所
★セブンイレブン889店舗

毎日の生活の中で
●学校8か所
●病院15か所
●役所等27か所
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（１）既存店舗のリニューアル（１）既存店舗のリニューアル

ロビーコンシェルジェ コンサルティングブース
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(1)１ポイント＝１円
のキャッシュバック

(2)一定条件で
手数料優遇

（２）＜はまぎん＞マイポイント（２）＜はまぎん＞マイポイント

バンクカード住宅ローン

さまざまな
お取引

《例》

①公共料金振替 60ポイント

②ＢＣゴールド 240ポイント

③投資信託* 2,400ポイント

④アパートローン* 4,800ポイント

合計7,500ポイント

⇒7,500円を口座にｷｬｯｼｭﾊﾞｯｸ
*一例です。詳しい条件はお問い合わせください。

一定条件で「ＡＴＭ手数料無料」

「振込手数料割引」など
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（２）横浜バンクカード（２）横浜バンクカード

○キャッシュカード機能

○国際クレジットカード機能

○ローンカード機能

○デビットカード機能

《 従来⇒１枚で４つの機能》

バンクカードの概要 ○新たに電子マネー機能を追加

⇒「ﾋﾞｭｰ･ｽｲｶ」一体型提携カード発行
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（２）運用商品の拡充（２）運用商品の拡充

公共債

外貨預金

98/12

投資信託

火災保険

01/04

年金保険

02/10

規制緩和による

サービスの拡大

07/12(予定)

保険業務全面解禁

外債、株式など

05/06



13

（２）ローン商品のラインアップ（２）ローン商品のラインアップ

ライフステージの
様々な場面で
お手伝い
いたします

住宅ローン

アパート・ローン

リフォーム・ローンマイカー・ローン 教育ローン

投資型マンション・ローン

Aさんの場合

Bさんの場合
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（３）システム共同化（３）システム共同化

３行共同（ 横浜・北陸・北海道）

②コスト削減

①機能の高度化

２４時間３６５日オンライン取引

お客さまとのリレーション強化

商品設計の自由化・迅速化
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（４）（４） 配当金配当金

（注）上記表上、優先株式は計算上含まず。
配当性向・配当利回りは、発行済株式数を17年度末
と同数、当期利益を公表予想ベース、株価を06年9月
末終値にて計算。

0.32％5.2％三井住友

0.43％6.6％みずほ

0.46％9.5％三菱UFJ

1.07％21.6％横浜

配当利回り配当性向

大手行との比較(06年度予想)
当行の配当金の推移

5.0円

8.5円
9.0円

10.0円

20.8% 20.9%
21.6%

12.2%
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（４）（４） 株価の推移株価の推移

343.2

148.2
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1998年12月末終値を100と
した場合の指数の推移

当行株価

TOPIX

新株主還元策公表

公的資金完済
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（５）県内経済における当行の位置づけ（５）県内経済における当行の位置づけ

5．ミツトヨ 104億円

4．日本発条 126億円

1. 横浜銀行 308億円

2．日産車体 212億円

3．ﾀｲｺｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｱﾝﾌﾟ 127億円

1.横浜銀行 350人

1．アルプス技研 350人

3．富士ソフト 300人

4．アルテ 260人

5．ノジマ他2社 200人

（出所）東京商工リサーチ情報 ※（注）

（出所）神奈川新聞

05年申告所得額

07年新規採用者計画数

株式時価総額

※（注）実質的に本社機能が神奈川県内にある企
業のみを対象とした。

1. 横浜銀行 1兆2,650億円

2．NECエレクトロニクス 5,359億円

3．日揮 4,968億円

4．アマダ 4,665億円

5．東邦チタニウム 4,448億円

（出所）当行調べ（2006/9/15現在） ※（注）
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（５）県内開発プロジェクトへの参画（５）県内開発プロジェクトへの参画

●ＭＭ２１地区

●羽田空港再拡張

●川崎駅西口

●さがみ縦貫道路

※上依知監督官詰所ホームページより

●横浜駅東口

● 駅 前 再 開 発 事 業

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

（ そ の 他 県 内 ）

鶴 ヶ 峯 駅 南 口

上 大 岡 南 地 区

武 蔵 小 杉 駅 南 口

新 横 浜 駅 ビ ル

戸 塚 駅 西 口

辻 堂 駅 前
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（５）地域貢献活動（５）地域貢献活動

福祉支援活動

インターンシップの受け入れ

文化振興支援

緑化支援活動

地元大学での寄付講座

中学生のための職場体験学習

福祉支援活動（チャリティラン）

地域行事への参加

職場体験学習、寄附講座
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（参考）業務粗利益（参考）業務粗利益
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（参考）経費（参考）経費

※調整後ＯＨＲ＝経費÷業務純利益（国債等債券損益および債券デリバティブ損益を除くベース）

890

1,266 1,219
1,112

1,051
989 943 901 858 851 862

40%程度40.60%40.0%
41.3%

68.1% 66.9%
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（参考）業務純益（参考）業務純益

※一般貸倒引当金繰入前ベース
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（注）ＲＯＥ ＝ 当期純利益 ÷ 株主資本（平均） （注）1株あたり当期純利益＝当期純利益/（期末株式数－
期末自己株式数）にて算出
06年度の株式数は05年度と同水準と仮定
03年度と04年度は株式数に優先株発行分も含む
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（参考）不良債権（参考）不良債権

486 483

2,565
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危険債権

開示債権比率

破産更正債権

（年度、年月）
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（参考）株主の状況（参考）株主の状況

個人株主数の推移

25,169

32,414

35,438
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円
株主の分布状況

金融
機関
36.0%

個人
 10.5%
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17.4%

証券
会社
0.9%

外国
法人
35.2%

所有者別
（株式数ﾍﾞｰｽ）

2006年3月末時点
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創立 大正9年12月

総資産 10兆8,021億円（連結）

預金 9兆4,083億円（連結）

貸出金 8兆1,253億円（連結）

資本金 2,151億7千9百万円

発行済株式数

普通株式1,405,303千株

自己資本比率 11.00%（連結）

格付 A+（R&I）、A3（Moody’s）

従業員 3,418人

拠点数 565(有人・無人店舗計)

（2006年3月31日現在）

経営理念

スリ－シップス

（参考）横浜銀行（参考）横浜銀行 プロフィールプロフィール

●信用秩序の支え役としての本来の役割を十分認識し、円滑
な資金供給と適正な金融サービスの提供に努め、完璧な事務
処理に徹し、”信頼される銀行”をめざします。

●それぞれの営業地盤において、地域に深く根ざした活動を
展開し、それぞれの支店が”ベストバンク”をめざすとともに、
地域に貢献し、地域と一体となって発展する”コミュニティ・バ
ンク”をめざします。

●活力あふれる人材の開発、育成を積極的におこない、明る
い、活気に満ちた行風を確立し、働きがいのある職場づくりを
すすめるとともに、”地域の皆さまのお役に立つ銀行”をめざし
ます。

当行の行章「スリーシップス」は、港都横浜にちな
み、お取引先・株主・行員の三隻の船が緊密な連
帯と融和により限りない発展をめざすことを表して
います。当行は、経営理念として次の３点を掲げ、
「スリーシップスの精神」の具体化に努めています。
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事前に株式会社横浜銀行の許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製し、又は第三者に配布することを禁止いたし
ます。本資料は情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本
資料に記載された事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業績に関する
記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等により、実際の数値と
異なる可能性があります。

本日はご多忙の中、横浜銀行会社説明会へお越しいただきまして、ありがとう
ございました。

本日のご説明ならびに本資料を通しまして、私ども横浜銀行の経営方針に対
するご理解を深めていただければ幸いです。

私ども横浜銀行は、地域金融機関のトップバンクとして、地域と一体となって
発展できるよう、役職員一丸となって努力してまいります。

投資家・株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援・ご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。

横浜銀行 頭取 小川 是


